
DPCコード 傷病名
入院契機病名との

同一性の有無
症例数 発生率

同一 － －

異なる － －

同一 － －

異なる － －

同一 － －

異なる － －

同一 21 0.60

異なる － －

180010 敗血症

180035 その他の真菌症

医療法人社団愛友会　津田沼中央総合病院

7)その他（ＤＩＣ、敗血症、その他の真菌症および手術・術後の合併症の発生率）【２０１７年度】

　　◆入院後24時間以内に死亡した患者さんは対象外です。

　　◆症例数が10未満の数値の場合は、－（ハイフン）で表示しています。

　　◆最も医療資源を投入した傷病名が播種性血管内凝固(DPC6桁130100)、
　　　敗血症(DPC6桁180010)、その他の真菌症(DPC6桁180035)、
　　　手術・術後の合併症(DPC6桁180040)について、入院契機病名(DPC6桁レベル)
　　　の同一性の有無を区別して症例数をカウントしています。

　　◆同一性の有無とは、上記４つの各医療資源最傷病の症例(DPC6桁レベル)について、
　　　様式1の入院契機傷病名に対するICD10コードが、下記表の医療資源最傷病名に対応する
　　　ICD10コードに該当している場合は「同一」とします。

2017年度＜2017年4月1日～2018年3月31日退院患者＞

＜集計方法と定義＞

　　◆対象患者は一般病棟に1回以上入院した、医科レセプトのみの患者です。

180040 処置・手術等の合併症

130100 播種性血管内凝固症候群

【解説】

入院契機と同一の場合：入院の契機となった傷病名と医療資源最傷病名が同じ方の件

数です。

入院契機と異なる場合：他の傷病名の治療で入院し、その後発症し、医療資源最傷病

名として選択した方の件数です。

当院における『手術・処置等の合併症』は、人工関節の脱臼、透析シャントの閉塞、人工

的な挿入物の感染、手術創の離開などがあります。


